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「それから、イエスは一緒に下つて行き、ナ

ザ レに帰 り、両親 に仕 えてお暮 らしになっ

た。」  (ル カによる福音書 2章 51節 )

聖書は、神が人間になられたのがイエス 。キ

リス トであると教えています。 この方はおよ

そ 30歳のときに伝道を始められ、3年後に十

字架上で亡くなられました。では、30歳 にな

る前はどんなお方だったのでしょうか。
これは多くの人の興味をそそる問題で、イ

エス様がイン ドに行つてバラモンから信仰の

奥義を授けられた等 とい う話 もあ りますが、

それ らは人間の空想が産み出したものに過ぎ

ません。 とい うのは、イエス様が故郷のナザ

レで初めて伝道 された時、そこにいた人たち

が驚いたことが聖書に書いてあるからです。

郷里の人たちは、自分たちと同じ普通の人間

だ と思っていた大エイエスにどうしてこんな

素晴 らしい話が出来るのか、と思ったのです。

伝道のたたかいに立つ前のイエス様 は、

人々の目には普通の人 と何 も変わ りませんで

した。 しか し、だからと言つて、イエス様の

心の中まで普通の人 と変わ らない とい うこと

ではありません。

この当時、ユダヤ人は毎年過越祭のときに
エルサ レムに巡礼をしていました。イエス様

と父 ヨセフ、母マ リアもそこに参加 しました。
エルサ レム神殿での礼拝は無事に終わ りまし

た。 ところがナザ レに帰る途中、両親はイエ

ス様がいないことに気がつき、あわてて探 し

回つて、三 日ののちやっと見つけたのです。

このときイエス様は神殿の境内で学者たち

の真ん中に座 り、話を聞いた り質問した りし

てお られました。息子を見つけた両親が叱 り

つけると、イエス様は 「どうしてわたしを捜

したのですか。わた しが自分の父の家にいる

のは当た り前だとい うことを、知 らなかった

のですか」 と答えられました。イエス様はこ

の神殿が自分の本当の父の家だ と言われるの

です。 ご自分が神の子であると自覚 してお ら

れるから、神の子である自分が父の家、神殿

にいるのは当た り前だ、
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ということになるの

です。

イエス様の言葉を両親は理解出来ませんで

したが、私たちもそれに近い と思います。 し

かし、これは私たちが信 じているのが人間イ
エスなのか、それ とも神の子イエスなのか と

い うことに直結するたいへん大きな問題です。

神の子が十字架にかけられたために私たちの

罪が赦 されるのであ りまして、これが人間イ
エスだつたら。十字架の意味が全 く違って し

まうのです。

さて、イエス様がこのように神の子であら

れるなら、学者たちの真ん中に座って、話を

聞いた り質問した りしてお られるとい うのは

たいへん不思議なのです。神の子なら、初め

からすべてのことをご存 じで、改めて勉強す

る必要などないのではないでしょうか。

イエス様は知恵に満ちたお方ですが、何 も

勉強 しないのに初めから知恵がそなわってい

たわけではあ りません。学者の間に座って勉

強 していく、そ うい う意味で、イエス様は苦

労して矢口恵を身につけ、知恵を増 してゆかれ

たお方なのです。私たちが、イエス様はいわ

ば天才で、生まれつき何でも出来るお方だと

考えて しま うとイエス様がわからなくなって

しま うで しょう。神の子であられるお方でさ

え人生の中で学ばれることがあったのです。

それではご自分が神の子であることを自覚

されていたイエス様は、そのまま本当の父の

家である神殿にとどまったでしょうか。そ う

ではあ りませんね。ナザ レに帰 り、それ以後

もずつと両親に誠実に仕え、ヨセフか ら大工

の仕事を学びつつ成長 して行かれたのです。

それはまさしく私たち人間と共に歩む神の姿

であ りまして、この姿勢は十字架の死に至る

まで続けられて行 くのです。

イエス様でさえ人間としての成長をなさっ

たのであるなら、まして私たちも信仰におい

て成長 してゆかなければな りません。少年イ
エスは神 と人 とに愛 されました。私たちにも

同じ恵みがありますように。

(2012年 12月 30日 の礼拝説教より)

牧師 井上 豊
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